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綿
関
係
の
産
業
に
は
、
綿
木
を
栽
培
し
て
綿
花
を
収
穫
す
る
農
業
か
ら
、

収
穫
し
た
実
綿
か
ら
種
を
除
い
て
繊
維
原
料
と
し
て
の
繰
綿
を
製
造
す
る

工
程
、
さ
ら
に
糸
を
紡
ぐ
紡
績
、
布
に
織
る
織
布
あ
る
い
は
編
物
（
メ
リ

ヤ
ス
製
造
）
の
諸
工
程
が
あ
る
。
日
本
の
開
港
前
に
は
、
長
崎
経
由
で
僅

か
な
綿
布
輸
入
が
あ
っ
た
ほ
か
は
、
国
内
綿
業
が
国
内
の
綿
布
需
要
を
満

た
し
て
い
た
。
綿
花
を
栽
培
す
る
農
家
が
染
色
も
含
め
織
布
ま
で
の
全
工

程
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
繰
綿
と
糸
は
そ
れ
ぞ
れ
商
品
と
し
て
流
通

し
、
綿
花
を
栽
培
し
な
い
地
域
で
も
紡
績
や
織
物
が
行
わ
れ
て
い
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命
は
、
飛
び
杼
に
よ
る
織
布
の
能
率
向
上
に
は
じ

ま
り
、
紡
績
機
械
の
発
明
に
よ
る
紡
績
の
機
械
化
、
さ
ら
に
力
織
機
の
発

明
に
よ
る
織
布
の
機
械
化
へ
と
進
み
、
日
本
の
開
港
ま
で
に
は
ア
メ
リ
カ

産
綿
花
を
主
な
原
料
と
し
て
生
産
し
た
機
械
紡
績
糸
や
綿
布
を
各
国
に
輸

出
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
一
方
で
、
日
本
で
は
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命

前
の
生
産
技
術
で
紡
績
や
織
布
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
開
港
と
共
に
国

内
価
格
よ
り
安
価
な
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
綿
製
品
が
流
入
し
て
国
内
綿
業
が

大
き
な
打
撃
を
受
け
た
、
と
い
う
の
が
伝
統
的
な
理
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

産
業
革
命
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
機
械
を
用
い
る
資
本
制
生
産
が
手
作
業
に

よ
る
自
給
的
な
生
産
を
解
体
し
な
が
ら
世
界
の
市
場
を
統
合
し
て
行
く
と

言
う
大
き
な
流
れ
に
即
し
た
語
り
方
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
川
勝
平
太
氏
が
展
開
し
た

の
が
、
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
の
綿
業
の
あ
り
方
の
違
い
の
た
め
に
国
内
綿
業

は
直
接
的
な
打
撃
を
受
け
な
か
っ
た
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
川
勝
氏
は
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
主
に
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
産
す
る
長
繊
維
の
綿
花
を
原
料
と

し
て
細
糸
を
作
り
、
こ
れ
で
薄
地
の
綿
布
を
織
っ
た
の
に
対
し
、
日
本
や

中
国
で
は
自
国
産
の
短
繊
維
の
綿
花
を
原
料
と
し
て
太
糸
を
作
り
、
厚
地

の
綿
布
を
織
っ
て
い
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
こ
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
の

で
、
イ
ギ
リ
ス
製
の
細
糸
や
薄
地
綿
布
が
流
入
し
て
も
厚
地
綿
布
を
作
る

在
来
綿
織
物
業
が
生
産
を
伸
ば
し
、
そ
れ
に
原
料
綿
糸
を
供
給
す
る
た
め

の
、
イ
ギ
リ
ス
紡
績
業
よ
り
太
い
糸
を
作
る
機
械
紡
績
業
の
展
開
が
誘
発

さ
れ
た
と
し
た
。
気
候
風
土
や
他
の
繊
維
と
の
競
合
状
況
な
ど
を
背
景
に

綿
製
品
の
需
要
構
造
が
異
な
っ
た
と
い
う
論
点
は
、
人
々
の
歴
史
が
単
な

る
経
済
合
理
性
や
一
般
性
に
回
収
さ
れ
な
い
固
有
性
を
持
っ
て
い
る
と
い

う
説
明
で
、
一
国
レ
ベ
ル
で
の
歴
史
過
程
の
理
解
へ
一
歩
を
進
め
た
。

実
際
に
は
、
一
八
五
九
年
の
開
港
直
後
か
ら
か
な
り
の
量
の
綿
布
や
綿

糸
が
流
入
し
た
。
こ
の
た
め
、
高
村
直
助
氏
は
川
勝
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え

（
1
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。
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て
、
輸
入
綿
布
に
は
や
や
品
質
が
異
な
っ
て
も
価
格
に
よ
っ
て
は
在
来
綿

布
と
代
替
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
こ
れ
が
在
来
織
物
業
へ
打
撃
を
与
え
た

と
論
じ
た
。
明
治
初
年
ま
で
は
国
内
生
産
量
の
統
計
が
作
ら
れ
て
い
な
い

の
で
、
各
産
地
の
盛
衰
が
激
し
い
中
で
全
体
と
し
て
の
動
向
を
つ
か
む
こ

と
は
難
し
く
、
論
争
は
決
め
手
を
欠
い
た
。

そ
の
後
、
田
村
均
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
布
の
性
格
に
ま
で
踏
み
込
み
、
流

行
に
注
目
し
て
織
物
の
消
費
や
織
物
産
地
の
対
応
を
検
討
し
た
。
イ
ギ
リ

ス
の
綿
工
業
は
イ
ン
ド
か
ら
輸
入
さ
れ
た
薄
手
綿
布
を
国
内
で
製
造
し
よ

う
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
発
展
し
た
が
、
同
様
な
イ
ン
ド
産
綿
布
は
日
本
へ

も
近
世
初
頭
か
ら
輸
入
さ
れ
、
珍
重
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
模
造
は
江
戸
時

代
を
通
じ
て
試
み
ら
れ
て
お
り
、
開
港
前
に
は
絹
織
物
の
着
用
規
制
も
あ

っ
て
綿
織
物
の
一
部
が
高
級
化
し
、
こ
れ
に
対
応
し
て
国
内
産
と
し
て
は

比
較
的
長
い
繊
維
を
持
つ
綿
花
か
ら
糸
の
太
さ
に
む
ら
が
出
る
こ
と
を
覚

悟
し
て
紡
ぎ
出
さ
れ
た
細
糸
を
用
い
た
薄
地
の
縞
木
綿
が
織
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
縞
木
綿
に
は
糸
む
ら
の
た
め
、
イ
ン
ド
や
イ
ギ
リ
ス
の
製
品
と
は
異

な
る
独
特
の
風
合
い
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
生
産
に
取
り
組
ん
で
い

た
織
物
産
地
は
、
細
い
輸
入
綿
糸
を
従
来
の
限
界
を
突
破
す
る
織
物
素
材

と
し
て
早
い
時
期
か
ら
受
け
入
れ
た
。
ま
た
薄
地
の
イ
ギ
リ
ス
産
綿
布
は
、

絹
よ
り
安
く
在
来
綿
布
の
一
部
と
ほ
ぼ
同
価
格
で
競
合
す
る
裏
地
と
し
て

利
用
さ
れ
た
ほ
か
、
長
崎
貿
易
に
よ
っ
て
僅
か
に
知
ら
れ
て
い
た
高
級
舶

来
品
が
安
価
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
、
あ
る
い
は
新
た
な

（
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素
材
と
し
て
流
行
し
た
面
が
あ
っ
た
。
実
際
の
需
要
の
あ
り
か
た
に
ま
で

目
を
向
け
た
こ
と
で
、
川
勝
氏
の
わ
か
り
や
す
い
整
理
で
は
見
落
と
さ
れ

た
、
輸
入
綿
製
品
需
要
の
文
化
的
背
景
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

開
港
に
よ
る
綿
製
品
輸
入
が
在
来
綿
業
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
が
わ
か
り

に
く
い
の
は
、
開
港
直
後
、
一
八
六
一
年
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
の
南
北
戦
争

に
よ
る
ア
メ
リ
カ
綿
の
入
手
難
を
背
景
に
、
綿
の
輸
出
が
進
ん
だ
た
め
で

も
あ
る
。
一
八
六
三
、
六
四
年
に
は
綿
が
生
糸
に
次
ぐ
輸
出
品
と
な
り
、

六
四
年
に
は
三
八
四
〇
ト
ン
が
輸
出
さ
れ
価
格
ベ
ー
ス
で
輸
出
品
の
二
割

を
占
め
た
。
国
内
相
場
の
四
倍
程
度
で
外
国
商
人
が
買
い
と
っ
た
と
い
う
。

綿
作
地
帯
で
は
繰
綿
の
販
売
で
十
分
な
利
益
が
得
ら
れ
る
の
で
織
布
を
行

わ
な
く
な
っ
た
と
の
記
録
も
あ
る
。
一
八
六
四
年
の
輸
出
量
は
一
八
七
四

～
七
七
年
平
均
国
内
綿
産
量
の
四
分
の
一
に
あ
た
り
、
明
ら
か
に
国
内
で

の
手
紡
ぎ
や
織
布
を
衰
退
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
戦
争
に
伴
う
一
時

的
な
現
象
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
紡
績
資
本
が
、
機
械
設
備
に

投
資
し
て
い
る
故
に
、
原
料
の
調
達
先
を
変
え
て
で
も
操
業
を
続
け
よ
う

と
し
て
日
本
か
ら
も
綿
を
購
入
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
産
業
革
命
後
の
世

界
市
場
に
組
み
込
ま
れ
た
結
果
と
し
て
在
来
綿
工
業
が
打
撃
を
受
け
た
事

象
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

南
北
戦
争
の
終
結
に
よ
り
、
一
八
六
五
年
の
後
半
以
降
は
輸
出
が
途
絶

え
、
国
産
綿
は
在
来
綿
布
生
産
に
あ
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
国
産
綿
の
作
付

量
は
一
八
八
七
年
に
史
上
最
大
と
な
る
。
そ
の
収
穫
量
は
繰
綿
換
算
二
万

（
6
）
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）

（
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九
三
八
五
ト
ン
で
、
翌
年
か
ら
は
国
内
機
械
紡
績
所
向
け
に
主
に
中
国
か

ら
綿
花
輸
入
が
進
む
一
方
で
国
内
生
産
は
減
退
し
、
二
、
三
年
の
う
ち
に

輸
入
が
国
内
生
産
を
凌
ぎ
、
イ
ン
ド
か
ら
の
輸
入
も
増
え
た
。
国
内
の
綿

作
が
本
格
的
な
負
の
影
響
を
受
け
る
の
は
、
国
内
に
機
械
紡
績
業
が
成
立

し
、
そ
の
機
械
に
品
質
・
価
格
面
で
適
し
た
綿
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
幕
末
か
ら
明
治
初
年
の
変
動
は
よ
く
わ

か
ら
な
い
が
、
国
産
の
短
繊
維
綿
花
を
用
い
た
在
来
綿
布
の
生
産
が
こ
の

時
期
に
最
大
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
川
勝
氏
の
議
論
が
一
面
で
は
妥

当
な
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

一
方
で
、
一
八
七
四
年
か
ら
七
七
年
ま
で
の
平
均
で
は
、
国
内
で
消
費

さ
れ
る
綿
製
品
四
万
二
〇
〇
〇
ト
ン
に
対
し
国
内
産
綿
は
一
万
五
九
〇
〇

ト
ン
で
あ
り
、
国
産
綿
花
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
の
は
四
割
弱
に
と
ど
ま

っ
た
。
自
給
率
を
低
下
さ
せ
た
大
き
な
要
因
は
田
村
氏
が
明
ら
か
に
し
た

よ
う
な
民
間
の
、
さ
ら
に
は
軍
需
品
や
洋
式
の
衣
類
等
を
含
め
た
綿
製
品

全
体
の
需
要
拡
大
で
あ
っ
た
。
国
産
綿
に
立
脚
す
る
在
来
綿
業
は
衰
退
し

て
い
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
以
上
の
輸
入
綿
糸
・
綿
布
が
国
内
で
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
八
八
七
年
ま
で
見
通
せ
ば
、
国
内
綿
花
を
原
料
と
す
る
在
来
織
物
業

は
拡
大
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
必
ず
し
も
在
来
綿
業
の
拡
大
を
意

味
し
て
は
い
な
い
。
一
八
六
七
年
に
操
業
を
開
始
し
た
鹿
児
島
紡
績
所
を

は
じ
め
、
わ
ず
か
な
が
ら
輸
入
機
械
を
利
用
し
た
紡
績
所
が
操
業
を
開
始

（
9
）

（
10
）

し
、
一
八
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
は
国
内
で
開
発
さ
れ
た
簡
単
な
ガ
ラ
紡
機

も
太
糸
を
供
給
し
は
じ
め
た
。
統
計
や
推
算
の
不
備
は
あ
る
の
だ
が
一
八

七
四
年
の
繰
綿
生
産
量
は
一
万
二
一
八
六
ト
ン
で
二
万
二
六
八
〇
ト
ン
と

推
算
さ
れ
る
開
港
前
の
生
産
を
明
ら
か
に
下
回
っ
て
い
る
。
以
後
八
七
年

ま
で
の
二
倍
以
上
の
綿
花
生
産
の
伸
び
は
、
紡
績
工
程
の
一
定
の
機
械
化

を
前
提
に
進
展
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国
産
の
綿
花
が
機
械
で
紡
が
れ
る

こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
手
作
業
で
の
紡
績
を
減
ら
す
。
手
作
業
で
は
、
織
布

よ
り
紡
績
の
方
が
手
が
か
か
る
。
富
山
の
新
川
木
綿
の
場
合
、
繰
綿
を
買

っ
て
布
を
織
っ
て
い
た
家
が
、
糸
を
買
っ
て
織
る
よ
う
に
な
る
と
、
従
来

の
二
・
五
倍
の
布
を
織
ら
な
い
と
従
来
通
り
の
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
る
織
物
産
地
の
受
け
入
れ
る
材
料
が

繰
綿
か
ら
糸
に
変
わ
っ
た
な
ら
、
織
物
の
生
産
が
従
来
の
二
倍
に
増
え
た

と
し
て
も
、
綿
工
業
で
得
ら
れ
る
収
入
は
減
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
を

織
物
生
産
額
で
見
れ
ば
在
来
織
物
業
が
発
展
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
付
加

価
値
ベ
ー
ス
、
す
な
わ
ち
地
域
の
純
収
入
な
い
し
就
業
機
会
で
考
え
れ
ば

規
模
が
縮
小
し
た
こ
と
に
な
る
。
在
来
織
物
業
は
紡
績
工
程
を
切
り
離
し
、

織
布
に
専
念
す
る
形
に
再
編
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

開
港
は
、
従
来
の
国
内
価
格
よ
り
安
価
な
綿
製
品
、
の
ち
に
は
綿
花
の

輸
入
を
も
た
ら
し
、
綿
製
品
を
多
様
化
さ
せ
つ
つ
普
及
さ
せ
た
。
川
勝
氏

の
指
摘
し
た
よ
う
な
需
要
構
造
の
相
違
か
ら
来
る
在
来
綿
業
、
特
に
綿
織

物
業
の
根
強
さ
は
確
か
に
存
在
し
た
が
、
国
内
市
場
が
機
械
制
生
産
が
展

（
11
）

（
12
）
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開
し
て
い
た
国
際
市
場
に
対
し
て
開
か
れ
た
こ
と
は
、
国
内
綿
業
の
再
編

を
も
た
ら
し
た
。

註（１
）�　

川
勝
平
太
「
ア
ジ
ア
木
綿
市
場
の
構
造
と
展
開
」（『
社
会
経
済
史

学
』
五
一
巻
四
号
、
一
九
八
五
年
）
な
ど
。

（
2
）�　

高
村
直
助
「
維
新
前
後
の
“
外
圧
”
を
め
ぐ
る
一
、
二
の
問
題
」

（『
社
会
科
学
研
究
』
三
九
巻
四
号
、
一
九
八
七
年
、
同
『
再
発
見
明

治
の
経
済
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
五
年
所
収
）。

（
3
）�　

田
村
均
『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
社
会
経
済
史
』（
日
本
経
済
評
論
社
、

二
〇
〇
四
年
）。
田
村
氏
の
議
論
は
中
岡
哲
郎
『
近
代
日
本
技
術
の

形
成
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
六
年
）
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

（
4
）�　

田
村
均
「
木
綿
の
東
方
伝
播
と
唐
棧
模
倣
」（『
埼
玉
大
学
教
育
学

部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
）』
五
九
巻
一
号
、
二
〇
一
〇
年
）
一

四
八
頁
。

（
5
）�　

田
村
『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
社
会
経
済
史
』（
註
（
3
）
前
掲
書
）
第

二
章
。

（
6
）�　

田
村
『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
社
会
経
済
史
』（
註
（
3
）
前
掲
書
）
第

五
章
ほ
か
。

（
7
）�　

横
浜
市
『
横
浜
市
史　

第
二
巻
』（
有
隣
堂
、
一
九
五
九
年
）
五

一
一
・
五
三
一
頁
。

（
8
）�　

岡
光
夫
『
日
本
農
業
技
術
史
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
八

年
）
一
八
三
頁
。

（
9
）�　

三
邊
清
一
郎
「
明
治
初
期
に
於
け
る
我
国
綿
花
生
産
の
凋
落
」（
慶

応
義
塾
経
済
史
学
会
『
明
治
初
期
経
済
史
研
究　

第
一
部
』
巖
松
堂

書
店
、
一
九
三
七
年
）
九
八
頁
。

（
10
）�　

明
治
一
三
年
綿
糖
共
進
会
開
会
式
の
式
文
よ
り
（
大
阪
市
『
明
治

大
正
大
阪
市
史　

第
七
巻
』〈
日
本
評
論
社
、
一
九
三
三
年
〉
九
一

八
頁
）。

（
11
）�　�

三
邊
「
明
治
初
期
に
於
け
る
我
国
綿
花
生
産
の
凋
落
」（
註
（
9
）

前
掲
論
文
）
八
一
・
八
二
・
八
九
頁
。

（
12
）�　

谷
本
雅
之
『
日
本
に
お
け
る
在
来
的
経
済
発
展
と
織
物
業
』（
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
一
六
四
頁
。

（
す
ず
き
・
じ
ゅ
ん
／
東
京
大
学
文
学
部
教
授
）


